
食育に関するアンケート調査に
ついて

保健福祉局 健康福祉部 健康推進課
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調査の概要
• 調査対象者

• 調査期間 令和4年11月1日～17日

• 回答者属性（市民）

①年齢区分

対象者数 回収数 回収率

満15歳以上の市民 2,700人 1,269件 47.0%

市内10園の幼稚園児の保護者 1,430人 1,104件 77.2%

15～19歳

3.2%
20～29歳

6.5%

30～39歳

9.9%

40～49歳

15.1%

50～59歳

18.1%

60～69歳

14.7%

70歳以上

31.8%

無回答

0.9%

n = 1,269 2



回答者属性（市民）

中央区

20.5%

花見川区

18.0%

稲毛区

16.2%

若葉区

13.1%

緑区

13.9%

美浜区

16.0%

無回答

2.3%

n = 1,269

正規職員

30.6%

パート・

アルバイト

16.5%

自営業・

自由業
4.4%

家族従事者

（自営業
手伝い）

0.7%

家事専業

16.2%

学生

4.6%

無職

23.1%

その他

3.1%

無回答

0.8%

n = 1,269

②居住区 ③職業区分
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食育への関心

• 食育に関心のある人の割合 61.4%

ベースライン値64.7%からほぼ変化していない

関心がある, 

17.8%

どちらかといえ

ば関心がある, 

43.6%

どちらかといえ

ば関心がない, 

23.9%

関心がない, 

5.8%
わからない, 

11.3%

無回答, 1.1%

出典：千葉市の健康づくり（生活習慣等）に関するアンケート調査（R3）
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Q．あなたは、「食育」に関心がありますか。



食育への関心

設問のリード文
※「食育」とは・・・
心身の健康の増進と豊かな人間形成のために、食に

関する知識や食を選択する力を身に付け、健全な食生
活を実践することができる人間を育てることです。
その中には、規則正しい食生活や栄養バランスのと

れた食事などを実践したり、食を通じたコミュニケー
ションやマナー、あいさつなどの食に関する基礎を身
に付けたり、自然の恵みへの感謝や伝統的な食文化な
どへの理解を深めたりすることが含まれます。

• 「食育」とは何かを伝えて関心の有無を聞いたところ、81.8%
であった。

• 全国値83.2%と比べて同等であった。

関心がある

36.5%

どちらか

といえば

関心がある

45.3%

どちらかと

いえば関心が

ない

12.1%

関心がない

4.6%

無回答

1.5%

n = 1,269
出典：食育に関するアンケート調査（R4）
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食育への関心

• 実践したいと思う「食育」は、
基本目標１：健康寿命の延伸
につながる食育に関連する項
目を選択している人が約半数
を超えていた。

（％）

栄養バランスのとれた食生活を実践したい

食べ残しや食品の廃棄を削減したい

健康に留意した食生活を実践したい

規則正しい食生活を実践したい

家族や友人と食卓を囲む機会を増やしたい

地域性や季節感のある食事をとりたい

食品の安全性について理解したい

おいしさや楽しさなど食の豊かさを大切にしたい

地場産物を購入したい

調理方法・保存方法を習得したい

自分で調理する機会を増やしたい

食事の正しい作法を習得したい

食文化を伝承していきたい

家族と調理する機会を増やしたい

生産から消費までのプロセスを理解したい

その他

無回答

n = 1,269

66.7 

55.9 

55.5 

46.5 

44.8 

43.3 

41.5 

41.5 

34.1 

28.4 

21.1 

17.5 

12.5 

10.4 

8.7 

3.2 

1.3 

0 20 40 60 80

• 食べ残しや食品の廃棄を削減
したいと回答した割合も高く、
環境への関心も高いことが考
えられる。

出典：食育に関するアンケート調査（R4）
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一緒に食べる「共食」（子ども）

6.3
3.6

26.5

48.2

0.5 0.0
4.7

11.7
7.0 7.2

26.4

46.2

0.9 0.5
4.5

10.7

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

一人で食べる子どもの割合（％） 3次計画策定時 現状値

• 朝食を一人で食べる子どもの割合は、保育所・幼稚園では3次計画策定時と比べ、高く、中学2年生は低下した。
• 夕食は、朝食よりも一人で食べる割合は低い。

夕食朝食

出典：
朝食及び共食状況調査（R4）
食育に関するアンケート調査（R4）
学校給食に関する調査（R4）
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朝食の欠食（子ども）

1.2
1.0

0.6

2.8 2.7

3.3

0.8 0.9
1.1

3.3

4.0

5.9

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

保育所（1～2歳児） 保育所（3歳以上児） 幼稚園（3～5歳児） 小学3年生 小学5年生 中学2年生

朝食を欠食する割合（％） 3次計画策定時 現状値

• 朝食を欠食する割合は、3次計画策定時に比べると保育所入所以外の区分で高くなっている。

出典：
朝食及び共食状況調査（R4）
食育に関するアンケート調査（R4）
学校給食に関する調査（R4）
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生活習慣病予防のための食生活

76.5

84.1

64.3

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

千葉市 全国

生活習慣病の予防や改善のために、ふだんから適正体重の維持や減塩に気を付

けた食生活を実施している人の割合（％）

3次計画策定時 現状値

• 健全な食生活を実践している人の割合は増加し、目標を達成した。（目標「増加」）

出典：食育に関するアンケート調査（R4）
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生活習慣病予防のための食生活

いつも気を

つけて

実践している

15.5%

いつもでは

ないが気を

つけて

実践している

47.5%

あまり気を

つけて実践

していない

24.7%

全く気を

つけて実践

していない

7.6%

無回答

4.6%

n = 1,269

減塩に気をつけた
食生活を実践している人の割合

適正体重の維持に気をつけた
食生活を実践している人の割合

いつも気を

つけて

実践している

22.6%

いつもでは

ないが気を

つけて

実践している

54.8%

あまり気を

つけて実践

していない

16.9%

全く気を

つけて実践

していない

4.6%

無回答

1.1%

n = 1,269

• 健全な食生活の実践として、減塩（63.0%）よりも適正体重の維持（77.4%）に気をつけている人の方が多い。

出典：食育に関するアンケート調査（R4）
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生活習慣病予防のための食生活（年代別）
減塩に気をつけた
食生活を実践している人の割合

適正体重の維持に気をつけた
食生活を実践している人の割合

全体
n = 1,269

15～19歳
n = 40

20～29歳
n = 82

30～39歳
n = 126

40～49歳
n = 191

50～59歳
n = 230

60～69歳
n = 186

70歳以上
n = 403

   100（％）  0 20 40 60 80

22.6

12.5

17.1

8.7

16.2

20.4

19.4

35.2

54.8

45.0

45.1

54.0

58.6

57.0

62.9

51.6

16.9

35.0

25.6

26.2

19.4

17.4

15.1

10.2

4.6

7.5

12.2

11.1

5.2

4.8

2.2

1.5

1.1

0.0

0.0

0.0

0.5

0.4

0.5

1.5

いつも気をつけて実践している いつもではないが気をつけて実践している

あまり気をつけて実践していない 無回答全く気をつけて実践していない

全体
n = 1,269

15～19歳
n = 40

20～29歳
n = 82

30～39歳
n = 126

40～49歳
n = 191

50～59歳
n = 230

60～69歳
n = 186

70歳以上
n = 403

   100（％）  0 20 40 60 80

15.5

10.0

9.8

4.8

9.4

12.6

12.4

27.0

47.5

25.0

31.7

42.1

41.9

44.3

57.0

54.1

24.7

35.0

31.7

39.7

32.5

29.1

21.5

13.2

7.6

27.5

24.4

10.3

9.9

8.3

4.3

1.5

4.6

2.5

2.4

3.2

6.3

5.7

4.8

4.2

いつも気をつけて実践している いつもではないが気をつけて実践している

あまり気をつけて実践していない 無回答全く気をつけて実践していない

出典：食育に関するアンケート調査（R4）
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咀嚼

61.9 61.3

0

10

20

30

40

50

60

70

よく噛んで味わうように心がけてい

る人の割合（％）

3次計画策定時 現状値

10.1

8.7

38.4

38.7

39.9

42

10.9

10.1

0.8

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

千葉市

全国

ゆっくりよく噛んで食べる人の割合（％）

ゆっくりよく噛んで食べている

どちらかといえばゆっくりよく噛んで食べている

どちらかといえばゆっくりよく噛んで食べていない

ゆっくりよく噛んで食べていない

無回答

• よく噛んで味わうように心がけている人は、3次計画策定時よ
り変化なし。

• ゆっくりよく噛んで食べる人を全国と比べたところほぼ変わ
らなかった。

ゆっくりよく噛んで食べている（小計） ゆっくりよく噛んで食べていない（小計）

52.147.3

50.848.5

出典：
千葉市の健康づくり（生活習慣等）に関するアンケート調査（R3）
食育に関するアンケート調査（R4）
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咀嚼

• 年齢別でみると、『よく噛んで食べて
いる（計）』は【70歳以上】が66.2％
と他の区分に比べ、高くなっている。

• 一方、『よく噛んで食べていない
（計）』は【30～39歳】が67.4％と他
の区分に比べ、高くなっている。

全体
n = 1,269

15～19歳
n = 40

20～29歳
n = 82

30～39歳
n = 126

40～49歳
n = 191

50～59歳
n = 230

60～69歳
n = 186

70歳以上
n = 403

  0 20 40 60 80    100（％）

10.1

17.5

18.3

5.6

7.9

5.2

4.3

15.6

38.4

27.5

35.4

26.2

34.6

32.6

33.9

50.6

39.9

32.5

35.4

46.8

45.0

49.1

49.5

27.5

10.9

20.0

11.0

20.6

12.6

12.6

11.8

4.7

0.8

2.5

0.0

0.8

0.0

0.4

0.5

1.5

ゆっくりよく噛んで食べている

どちらかといえばゆっくりよく噛んで食べている

どちらかといえばゆっくりよく噛んで食べていない

無回答

ゆっくりよく噛んで食べていない

出典：食育に関するアンケート調査（R4）
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